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令
和
二
年
度
定
例
協
議
員
会
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
書
面
に
よ
る
表
決
に
変
更
と
な

っ
た
。

県
内
神
社
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
日
夜
、
斯

界
の
興
隆
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
神
社
本
庁
、

島
根
県
神
社
庁
の
諸
施
策
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、

天
機
愈
々
麗
し
く
、
日
々
公
務
に
お
励
み
遊
ば

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
ご
同
慶
の
至
り
に
存

令
和
二
年
度
　
島
根
県
神
社
庁

定
例
協
議
員
会

庁 

長

⻆
河
和
幸

令
和
三
年
度

神
社
庁
運
営
方
針
に
つ
い
て

じ
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
島
根
県
開
催
の
全

国
植
樹
祭
に
は
、
十
八
年
ぶ
り
に
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
残
念
な
が
ら
リ
モ
ー
ト
中
継

で
の
御
臨
席
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
地
で
小
旗
を
振
る
島
根
の

人
々
に
画
面
越
し
に
応
じ
ら
れ
た
両
陛
下
の
お

姿
を
拝
し
、
洵
に
有
難
く
感
激
に
堪
え
な
い
次

第
で
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
皇
室
の
弥
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
皇
室
敬
慕
の
念
の
醸
成
に
努

め
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
第

六
十
二
回
式
年
遷
宮
に
お
け
る
積
極
的
な
奉
斎

活
動
に
よ
り
、
高
い
参
宮
の
気
運
を
維
持
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
両

宮
へ
の
参
拝
者
数
が
五
五
三
万
人
余
り
と
な
り

前
年
比
四
三
％
の
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
感
染
症
が
収
束
し
、
多
く
の
参
拝

者
が
再
び
訪
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

神
宮
大
麻
の
頒
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
は
、

神
宮
大
麻
初
穂
料
改
定
後
初
め
て
の
頒
布
と
な

り
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
活
動
の

停
滞
も
相
俟
っ
て
、
残
念
な
が
ら
四
、二
四
五

体
の
減
体
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
に
は
神

宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
国
民
全
戸
へ
の
神
宮
大
麻
奉
斎
を
仰
出

さ
れ
た
明
治
天
皇
の
聖
旨
を
奉
戴
し
、
氏
子
区

域
内
全
戸
で
神
宮
大
麻
が
奉
斎
さ
れ
る
と
い
う

理
想
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
神
宮
崇
敬
の
念
の

喚
起
に
努
め
る
と
共
に
、
神
職
・
総
代
一
丸
と

な
り
、
な
お
一
層
の
増
頒
布
を
推
し
進
め
て
ゆ

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
今

も
尚
全
国
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
未
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
県
内
神

社
界
に
お
い
て
も
当
該
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

祭
礼
に
お
け
る
神
賑
行
事
の
規
模
縮
小
や
自
粛

を
は
じ
め
、
従
来
通
り
の
行
事
が
行
え
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
当
庁
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
こ
の
状
況
下
に
鑑
み
、
開
催
事
業
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
当
該
感
染
症
に

関
す
る
情
報
収
集
を
は
じ
め
、
神
社
本
庁
及
び

関
係
各
所
と
の
連
携
を
密
に
し
て
対
処
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
引
き
続
き
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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
終
息
の
目
処
が
立
た
な
い
中
、
庁

務
に
も
大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
よ
り
一
層

適
正
か
つ
円
滑
な
業
務
の
在
り
方
を
検
討
し
な

が
ら
勇
往
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
斯
界
発
展
の
た
め
に
、
関
係
者
の
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

通
常
業
務
及
び
開
催
事
業
の
実
施
を
念
頭
に
、

様
々
な
施
策
を
精
査
し
、
よ
り
充
実
し
た
施
策

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
例
年
通
り
の
行
事
を
執

り
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
神
社

庁
業
務
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
が
、

日
々
刻
々
と
変
化
す
る
感
染
状
況
に
つ
い
て
、

今
後
の
政
府
及
び
自
治
体
等
の
対
応
に
留
意
し

つ
つ
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
神
社
庁
業
務
は
年
々
多
様
化
し
て
い

く
中
、
運
営
に
つ
い
て
は
中
長
期
的
視
野
に
た

っ
て
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

活

動

方

針

総
務
委
員
会

感
染
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
該
感
染
症
に
よ
る
斯
界
へ
の
経
済

的
な
影
響
も
考
慮
し
、
財
政
支
援
策
を
講
じ
て

ま
い
り
た
く
、
昨
年
同
様
に
令
和
三
年
度
の
一

般
会
計
予
算
に
お
け
る
支
部
負
担
金
、
特
別
神

社
負
担
金
及
び
特
別
神
社
寄
贈
金
に
つ
い
て
は

軽
減
し
た
予
算
編
成
と
し
て
お
り
ま
す
。
神
社

庁
運
営
は
県
内
神
社
関
係
者
の
赤
誠
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
肝
に
銘
じ
、

こ
の
難
局
に
対
処
し
て
ゆ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

島
根
県
の
神
社
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急

激
な
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
の
影
響
を
受
け
、

地
域
の
神
社
を
護
持
す
る
う
え
で
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
当
庁
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
本
年
よ
り
二
期
目
を
迎
え
る
本
庁
施
策

「
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
」
を
は
じ

め
、
県
内
神
社
振
興
対
策
を
多
方
面
か
ら
進
展

さ
せ
、
過
疎
地
域
神
社
全
体
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
地
区
に
お
い
て
は
、

神
職
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
中
国
地
区
教
化
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
問
題
解
決

の
た
め
斯
界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
神
社
本
庁
及
び
中
国
地

区
四
県
と
情
報
を
共
有
し
、
有
効
な
対
策
を
模

索
し
な
が
ら
教
化
活
動
を
執
り
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

第
七
十
二
回
島
根
県
神
社
関
係
者
大
会
の
開

催
中
止
に
つ
い
て

令
和
三
年
九
月
十
四
日
、
益
田
市
「
島
根
県

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
で
開
催
を

予
定
し
て
い
る
「
第
七
十
二
回
島
根
県
神
社
関

係
者
大
会
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
先
行
き
が
不
透
明
な
上

に
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
鑑

み
て
も
九
月
に
全
て
が
完
了
す
る
見
込
み
は
薄

い
た
め
、
関
係
者
各
位
の
安
全
・
健
康
を
考
慮

す
る
と
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

し
た
。

な
お
中
止
と
な
っ
た
場
合
で
も
顕
彰
に
つ
い

て
は
実
施
し
、
例
年
記
念
式
典
内
で
お
こ
な
っ

て
い
る
表
彰
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
に
、
九

月
二
十
九
日
に
斎
行
予
定
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
祭
に
併
せ
て
、
当
該
支
部
長
に
表
彰
状
・
感

謝
状
を
伝
達
し
、
支
部
長
よ
り
被
表
彰
者
へ
授

与
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

事

業

計

画
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神
社
本
庁
の
教
化
実
践
目
標（
令
和
二
年
度
～

令
和
四
年
度
）
の
主
題
は
「
御
大
典
を
期
し
て
、

三
大
神
勅
の
心
を
次
世
代
へ
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
本
年
は
そ
の
二
年
目
と
し
て
、
日
本
書

紀
に
記
さ
れ
た
三
大
神
勅
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
し
、
我
々
の
祖
先
か
ら
世
代
を
超
え
て
受

け
継
い
で
き
た
伝
承
に
見
ら
れ
る
精
神
を
明
ら

か
に
し
、
皇
室
敬
慕
の
念
の
更
な
る
醸
成
に
向

け
て
教
化
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
に
お
い
て
は
、
次
期
遷
宮

に
向
け
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
神

宮
大
麻
の
頒
布
と
奉
斎
の
為
の
活
動
は
、
家
庭

の
ま
つ
り
を
通
し
て
神
宮
と
神
社
、
氏
子
崇
敬

者
と
を
結
び
、
敬
神
崇
祖
の
念
を
継
承
す
る
神

道
教
化
の
原
点
で
あ
る
。
令
和
四
年
の
神
宮
大

麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
を
見
据
え
、
よ
り
一

層
の
本
宗
奉
賛
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

神
社
の
護
持
運
営
、
祭
祀
継
承
の
現
況
は
、

社
会
構
造
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
共
同
体

意
識
の
希
薄
化
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
祭
礼
及
び
神
賑
行

事
等
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
極
め
て

困
難
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
打
開
す
べ
く
、
神
社

庁
及
び
各
支
部
に
お
い
て
は
、
神
社
本
庁
教
化

実
践
目
標
及
び
当
県
教
化
活
動
実
践
目
標
大
綱

を
踏
ま
え
、
一
般
県
民
に
対
し
各
種
教
化
活
動

及
び
広
報
活
動
を
有
効
的
に
展
開
し
、
氏
子
意

識
の
昂
揚
と
地
域
共
同
体
の
恢
復
を
図
り
、
神

社
の
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
各

神
社
に
お
い
て
は
、
当
該
感
染
症
対
策
を
講
じ

つ
つ
、
祭
祀
の
厳
修
、
氏
子
意
識
の
啓
発
に
努

め
、
神
社
が
地
域
共
同
体
の
紐
帯
と
し
て
の
役

割
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
果
た
す
べ
く
、
努
め
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
制
限
さ
れ
た
中
で
の

活
動
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
有
効
な

教
化
活
動
の
実
践
に
よ
り
、
神
職
の
意
識
と
資

質
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

一
、
皇
室
の
姿
を
、
広
く
正
し
く
伝
え
、
皇
室

敬
慕
の
念
の
喚
起
に
努
め
る
。

一
、「
三
大
神
勅
の
心
」
を
次
世
代
に
継
承
す

べ
く
、
神
話
教
育
の
充
実
、
伝
統
文
化
の

普
及
に
努
め
、
国
家
と
郷
土
を
敬
愛
す
る

青
少
年
の
心
の
教
育
に
寄
与
す
る
。

一
、
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
を
見
据

え
、
神
宮
奉
賛
の
意
義
啓
発
を
啓
蒙
し
、

神
宮
大
麻
の
よ
り
強
力
な
頒
布
活
動
と
参

宮
の
促
進
に
努
め
る
。

一
、
祭
祀
の
厳
修
を
通
し
て
氏
子
意
識
を
高
め
、

氏
神
神
社
と
家
庭
及
び
地
域
の
ま
つ
り
の

振
興
と
継
承
に
努
め
る
。

一
、
神
社
の
公
共
性
を
顕
現
し
、
祭
祀
を
通
じ

て
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
、
神
社
と

地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
。

一
、
神
職
と
し
て
の
研
鑽
に
励
み
、
奉
仕
神
社

の
護
持
運
営
に
寄
与
す
る
具
体
的
な
教
化

活
動
を
実
践
す
る
。

※
各
支
部
と
も
こ
の
目
標
大
綱
に
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
化
活
動
計
画
を
立
て

実
践
に
努
め
る
。

（
一
）
皇
室
敬
慕
の
念
の
喚
起
及
び
正
し
い
国

柄
の
啓
発
活
動
の
推
進

①
祖
先
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
三
大
神
勅
の
精

神
を
明
ら
か
に
し
て
、
神
職
・
氏
子
意
識
の

昂
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
継
承
す

べ
く
、
神
話
教
育
の
充
実
を
図
り
、
伝
統
文

化
の
普
及
に
努
め
る
。

②
皇
室
敬
慕
の
念
を
喚
起
す
べ
く
、
神
社
本
庁

作
成
資
材
及
び
季
刊
誌
『
皇
室
』
を
教
化
資

材
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、季
刊
誌『
皇

活

動

方

針

教
化
委
員
会

教
化
活
動
実
践
目
標
大
綱

事

業

計

画
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室
』
の
定
期
購
読
を
促
進
す
る
。

③
祝
日
の
意
義
啓
発
と
国
歌
斉
唱
・
国
旗
掲
揚

活
動
を
推
進
し
、
国
家
意
識
の
涵
養
に
努
め

る
。

（
二
）
神
宮
へ
の
参
拝
促
進
と
神
宮
大
麻
頒
布

対
策

県
教
化
委
員
会
の
取
り
組
み

①
神
社
本
庁
が
推
進
す
る
第
三
期
「
三
カ
年
継

続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
」
を
始
め

と
す
る
諸
施
策
及
び
他
の
神
社
庁
に
お
け
る

対
策
を
あ
ら
た
め
て
調
査
研
究
し
、
本
県
に

適
応
し
う
る
効
果
的
か
つ
具
体
的
な
対
策
を

検
討
す
る
。

②
令
和
四
年
の
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周

年
を
見
据
え
、
よ
り
強
力
な
増
頒
布
活
動
に

努
め
る
。

③
広
告
媒
体
の
活
用
や
神
道
講
演
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
一
般
県
民
に
参
宮
と
神
宮
大

麻
奉
斎
の
意
義
を
周
知
す
る
。

各
支
部
の
取
り
組
み

⑴
令
和
四
年
の
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周

年
を
見
据
え
、
神
職
及
び
総
代
に
対
し
て
神

宮
奉
賛
の
意
義
を
周
知
す
る
。

・
神
宮
を
「
本
宗
」
と
仰
ぐ
所
以
に
つ
い
て

・
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
の
意
義
に
つ
い
て

⑵
神
宮
及
び
神
社
本
庁
発
行
の
教
化
広
報
資
材

を
活
用
し
、
平
素
か
ら
神
宮
大
麻
奉
斎
の
意

義
を
周
知
す
る
。

⑶
「
ふ
る
さ
と
便
」
に
つ
い
て
一
層
の
増
頒
布

対
策
を
具
体
的
に
講
ず
る
。

⑷
各
支
部
は
神
宮
大
麻
申
込
み
時
に
、
頒
布
計

画
書
も
併
せ
て
提
出
す
る
。

（
三
）
家
庭
祭
祀
・
地
域
の
ま
つ
り
の
振
興
と

地
域
社
会
の
活
性
化
の
推
進

⑴
氏
神
神
社
参
拝
や
神
棚
奉
斎
、
神
宮
大
麻
頒

布
促
進
等
を
目
的
と
し
た
広
報
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
、
神
宮
大
麻
奉
斎
の
意
義
の
啓

発
と
家
庭
祭
祀
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

社
頭
環
境
の
整
備
に
努
め
、
崇
敬
の
念
を
醸

成
す
る
。

⑵
地
域
活
動
や
社
会
活
動
等
に
積
極
的
に
参
画

し
、
神
社
に
対
す
る
一
層
の
理
解
を
促
す
と

と
も
に
、
神
社
関
係
組
織
と
の
連
携
、
氏
子
・

崇
敬
者
と
の
交
流
を
通
し
て
神
社
へ
の
協
力

体
制
を
整
え
る
。

⑶
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
指
定
神
社

及
び
地
域
へ
の
支
援
・
協
力
体
制
を
整
え
、

そ
の
成
果
を
共
有
し
、
神
社
の
興
隆
に
努
め

る
。

⑷
神
道
の
自
然
観
を
啓
発
す
る
た
め
に
、
祭
祀

を
通
し
て
、
神
社
を
取
り
巻
く
自
然
や
地
域

の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
積
極
的
に

提
供
し
、
鎮
守
の
森
の
保
護
育
成
に
努
め
る
。

（
四
）
神
道
講
演
・
社
頭
講
話
活
動
の
活
性
化

神
社
振
興
を
導
く
神
道
教
化
の
具
体
的
対
策

の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
神
職
に
よ
る
社

頭
講
話
や
神
道
講
演
を
位
置
づ
け
、
そ
の
活
動

を
よ
り
活
発
に
す
べ
く
各
種
研
修
の
開
催
及
び

参
加
促
進
を
図
る
。

（
五
）
各
種
教
化
会
議
及
び
研
修
に
つ
い
て

⑴
全
国
教
化
会
議

神
社
本
庁
の
教
化
活
動
方
針
、
教
化
実
践
目

標
の
確
認
を
目
的
と
し
た
会
議
で
、
来
年
二
月

に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
中
国
地
区
教
化
会
議

主
と
し
て
、
中
国
地
区
内
で
生
じ
て
い
る
教

化
活
動
上
の
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
本
年
は
岡
山
県
で
九
月
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

⑶
島
根
県
神
社
庁
教
化
委
員
総
集
会
（
国
民
精

神
昂
揚
研
修
会
併
せ
三
部
合
同
教
化
会
議
）

本
会
に
つ
い
て
は
、
開
催
を
七
月
中
旬
ご
ろ

に
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
の
全
国
的
な
悪
化
に
よ
り
、
講
師
招

聘
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
年
の
開
催
は
断

念
し
た
。
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⑷
中
国
地
区
社
頭
講
話
研
修
会

来
年
（
令
和
四
年
）
の
五
月
頃
、
島
根
県
主

管
で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他

一
、
第
三
期
「
三
カ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒

布
向
上
計
画
」
に
つ
い
て

本
年
は
第
三
期
「
三
カ
年
継
続
神
宮
大
麻
都

市
頒
布
向
上
計
画
」
の
二
年
目
で
あ
る
。
昨
年

は
新
聞
広
告
及
び
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
媒
体
に
、
氏

神
神
社
初
詣
勧
奨
と
神
宮
大
麻
頒
布
促
進
に
併

せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
注

意
喚
起
に
も
触
れ
た
内
容
で
広
報
展
開
し
た
。

本
年
も
継
続
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
。

二
、
第
二
期
「
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施

策
実
施
」
に
つ
い
て

こ
の
施
策
は
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
に
お

い
て
、
祭
祀
の
厳
修
と
神
社
の
振
興
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
神
社
運
営
の
た
め
の
相
互
扶
助
に

よ
る
協
力
体
制
を
構
築
し
、
神
社
の
維
持
・
発

展
と
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
推
進
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

本
年
七
月
よ
り
第
二
期
目
の
実
施
に
つ
き
、

改
め
て
指
定
神
社
及
び
拠
点
支
部
を
選
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
施

策
内
容
が
第
一
期
か
ら
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

第
一
期
の
選
考
基
準
と
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ま
た
、
施
策
適
用
が
汎
用
的
に
出
来
て
し
ま
う

こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
施
策
の
意
図
、
本
質
を

損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
予
め
、
選
考
基
準
に

該
当
す
る
宮
司
が
所
属
す
る
支
部
長
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
次
の
通
り

指
定
神
社
及
び
拠
点
を
選
定
し
た
。

○
実
施
期
間
／
施
策
一
、
施
策
二
共
に
令
和
三

年
七
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
六
月
末
日
迄
。

【
施
策
一
（
指
定
神
社
）】

島
後
支
部
　
賀
茂
那
備
神
社（
野
津
研
吾
宮
司
）

※
指
定
神
社
の
条
件
…
過
疎
法
に
よ
る
過
疎
指

定
地
域
で
あ
る
こ
と
。
氏
子
数
が
五
百
戸
未

満
で
あ
る
こ
と
。
宮
司
は
五
十
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

現
在
四
十
五
歳
に
な
る
宮
司
（
平
成
二
十
九

年
宮
司
就
任
）
は
、
神
明
奉
仕
、
祭
祀
の
厳
修

は
も
と
よ
り
、
神
社
の
護
持
運
営
・
興
隆
に
勤

勉
且
つ
熱
心
な
姿
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
神
社

総
代
を
は
じ
め
氏
子
か
ら
の
信
任
も
篤
い
。

氏
子
区
域
は
農
山
村
漁
村
で
あ
り
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
あ
る
が
、

地
域
を
あ
げ
て
斎
行
さ
れ
る
古
伝
祭
「
百も

も
で
ま
つ
り

手
祭

（
弓
ま
つ
り
）」
を
通
し
て
、
地
域
の
興
隆
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
、
本
殿
が
隠
岐
の
島
町
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
神
社
を
中
心

と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
宮
司
、
総
代
氏

子
及
び
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
り
、
計
画
・
準

備
に
あ
た
っ
て
い
る
。

今
後
、
県
の
文
化
財
指
定
も
目
指
し
て
お
り
、

更
な
る
神
社
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

○
三
年
間
を
通
し
て
の
活
動
計
画

・
社
報
を
作
成
し
、
定
期
的
に
発
行
を
予
定
す

る
。

・
本
殿
が
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。

・
境
内
の
整
備
（
拝
殿
・
手
水
舎
、
境
内
の
池
・

参
道
）

・
子
ど
も
会
の
更
な
る
充
実
を
図
り
神
社
と
の

関
係
性
を
強
固
に
す
る
。

（
氏
子
関
係
者
等
、
当
該
地
区
に
ゆ
か
り
の

あ
る
子
ど
も
達
へ
の
入
会
促
進
）

・
青
年
会
組
織
結
成
を
目
指
す
。

・
行
政
と
の
連
携
を
図
り
、
島
内
外
へ
向
け
た

広
報
に
努
め
る
。

・
大
注
連
縄
製
作
と
そ
の
技
術
伝
承
に
努
め
る
。

・
本
殿
の
県
文
化
財
指
定
を
目
指
す
。
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【
施
策
二
（
推
進
拠
点
）】

邑
智
支
部
（
大
元
神
楽
伝
承
保
存
会
）

大
元
神
楽
式
年
祭
は
、
邑
智
支
部
管
内
神
社

に
お
い
て
一
定
の
周
期
で
斎
行
さ
れ
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
大
元
神
楽
」
に
よ
り

特
殊
神
事
が
斎
行
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

支
部
地
域
は
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
少
子
高
齢

化
及
び
人
口
減
少
に
よ
り
過
疎
化
著
し
く
、
大

元
神
楽
の
技
術
伝
承
ま
た
、
祭
祀
の
継
続
な
ど

多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
施
策
を
通
し
、
技
術
の
伝
承
と
祭
祀
の
継

続
に
取
り
組
み
、
神
社
及
び
地
域
の
振
興
を
図

る
。ま

た
、
大
元
神
楽
伝
承
保
存
会
は
本
施
策
第

一
期
の
選
定
地
区
で
あ
っ
た
が
、
第
一
期
の
最

終
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
神
事
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
斎
行
で

き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
七
年
一
回
り
で
斎
行

さ
れ
る
大
元
神
楽
式
年
祭
が
、
あ
と
三
年
で
完

結
す
る
こ
と
か
ら
も
、
第
二
期
も
継
続
し
て
支

援
対
象
地
域
と
し
た
。

○
三
年
間
を
通
し
て
の
活
動
計
画

・
邑
智
支
部
管
内
神
社
七
社
で
予
定
さ
れ
て
い

る
大
元
神
楽
式
年
祭
へ
の
神
職
の
派
遣
。

（
大
元
神
楽
式
年
祭
は
特
殊
神
事
の
た
め
、

そ
の
技
術
保
持
者
で
あ
る
神
職
を
派
遣
す

る
）

・
数
年
に
一
度
斎
行
さ
れ
る
大
元
神
楽
式
年
祭

は
、
多
く
の
経
費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ

の
一
部
を
支
援
す
る
。

・
大
元
神
楽
式
年
祭
の
祭
具
で
あ
る
託
綱
、
俵

に
使
用
す
る
藁
の
確
保
及
び
製
作
を
目
的
と

し
た
組
織
作
り
。（
圃
場
の
確
保
、稲
の
採
取
、

稲
藁
製
作
、
託
綱
・
俵
製
作
の
技
術
伝
承
等
）

三
、
県
内
神
社
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
及
び
対
策
に
関
す
る
現

況
調
査
に
つ
い
て

当
該
感
染
症
が
も
た
ら
し
た
県
内
神
社
へ
の

影
響
と
各
神
社
が
講
じ
た
対
策
に
つ
い
て
本
年

五
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
現
在
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
計
し
て
お
り
、
分
析
の

後
、
報
告
書
を
作
成
し
各
支
部
へ
配
布
す
る
。

祭
祀
の
厳
修
を
一
層
推
進
す
べ
く
、
現
任
神

職
の
祭
式
研
修
を
徹
底
し
、
資
質
向
上
を
図
る
。

更
に
、
祭
式
指
導
者
の
育
成
を
は
か
る
た
め
、

引
続
き
支
部
祭
式
助
教
の
教
育
に
も
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

一
、
支
部
祭
式
助
教
の
研
修
会
を
令
和
四
年
一

月
も
し
く
は
二
月
中
に
開
催
す
る
。

二
、
各
部
会
及
び
各
支
部
に
於
け
る
祭
式
研
修

会
の
奨
励
を
図
る
。

島
根
県
神
社
庁
報
に
つ
い
て
、
神
社
庁
の
広

報
誌
と
し
て
神
職
及
び
総
代
が
関
心
を
持
つ
よ

う
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

島
根
県
神
社
庁
報
を
年
四
回
発
行
す
る
。

神
社
庁
財
政
は
、
歳
入
歳
出
共
に
過
去
十
年

に
亘
り
一
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

活

動

方

針

祭
祀
委
員
会

事

業

計

画

活

動

方

針

広
報
委
員
会

事

業

計

画

一
般
会
計
予
算
大
綱

令
和
三
年
度

　

神
社
庁
予
算
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よ
り
一
層
厳
格
、
且
つ
、
適
切
に
執
り
進
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
昨

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
る
国
難
の
中
、
国
の
安
寧
を
祈
る
祭
祀

を
続
け
て
お
ら
れ
る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

我
が
国
は
度
々
大
規
模
自
然
災
害
や
疫
病
に
見

舞
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
都
度
、
祈
り
を
通
し

て
君
民
一
体
と
な
り
、
忍
耐
強
く
危
機
を
乗
り

越
え
、
秩
序
と
平
穏
を
恢
復
し
て
き
た
。
神
話

や
歴
史
的
文
献
、
各
地
の
祭
り
を
始
め
と
す
る

伝
統
行
事
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の
姿
を
伝
え
て

い
る
。

こ
の
麗
し
い
国
の
姿
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
は
、
皇
室
の
尊
厳
護
持
や
自
主
憲
法
の
制
定

な
ど
神
社
関
係
者
を
中
心
と
し
た
有
志
の
活
動

の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
ず
は
関
係
諸

団
体
と
の
情
報
交
換
を
進
め
、
共
通
の
課
題
と

し
て
取
り
組
め
る
事
柄
を
精
査
し
な
が
ら
人
員

と
予
算
を
効
率
的
に
動
か
せ
る
組
織
体
制
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
国
際
情
勢
は
日
々
動
い
て
お
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
流
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
混

活

動

方

針

【歳入の部】 ［単位：円］
科　　　目 本年度予算額
幣 帛 料 565,000 
初 穂 料 1,050,000 
交 付 金 56,000,000 
負 担 金 30,127,600 
協 賛 金 1,800,000 
諸 収 入 4,160,000 
繰 入金収入 1,000,000 
繰 越 金 17,000,000 
合 　 計 111,702,600 

【歳出の部】 ［単位：円］
科　　　目 本年度予算額

幣 帛 料 1,144,000 
神宮神徳宣揚費交付金 22,717,000 
儀 礼 費 800,000 
祭 儀 費 700,000 
会 議 費 3,040,000 
庁 費 34,790,000 
事 業 費 150,000 
教 化 費 17,730,000 
納 付 金 1,500,000 
負 担 金 15,875,000 
繰 出 金 4,300,000 
予 備 費 3,000,000 
次 期 繰 越 金 5,956,600
合 　 計 111,702,600 

令
和
三
年
度
　
神
社
庁
予
算

神
政
連
代
議
員
会

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
逼
迫
す
る
県
内

神
社
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
昨
年
同
様
に
、

支
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
一
割
減
額
す
る
と
共

に
、
例
年
八
月
末
迄
の
早
期
納
入
還
付
金
の
納

付
期
限
を
、
通
常
納
付
期
限
で
あ
る
明
年
一
月

末
迄
適
用
す
る
こ
と
で
、
実
質
二
割
減
額
と
す

る
。
ま
た
、
特
別
神
社
負
担
金
は
一
割
減
額
と

し
、
特
に
特
別
神
社
寄
贈
金
に
つ
い
て
は
四
割

減
額
し
て
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
る
歳
入
減
が
あ
る
一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、

会
議
・
行
事
等
の
中
止
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ

る
支
出
減
の
結
果
、
令
和
二
年
度
か
ら
の
繰
越

金
が
例
年
よ
り
多
く
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ

例
年
通
り
の
財
源
が
確
保
で
き
る
見
通
し
の
も

と
で
の
予
算
編
成
と
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
推
移
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
会
議
・
行
事
等
の
中
止
も
し
く
は
開
催
形

態
の
変
更
等
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
関
係
予
算

の
支
出
減
が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
る
今
年
度
は
、
協
議
員
会
等
の
諸
会

議
を
例
年
よ
り
多
く
開
催
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
に
対
す
る
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
通
常
と
は

状
況
を
異
に
す
る
年
度
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
歳
出
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
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神
社
総
代
会
代
議
員
会

乱
に
乗
じ
た
近
隣
諸
国
の
動
き
、
行
き
過
ぎ
た

個
人
主
義
な
ど
、
現
行
憲
法
が
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
深
刻
な
事
象
が
多
発
す
る
現
状
に
お
い

て
、
我
々
は
後
世
に
問
題
を
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
論
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
来
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

二
十
六
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
も
、
神

社
界
の
推
薦
候
補
の
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。結

成
五
十
周
年
を
迎
え
る
神
道
政
治
連
盟
島

根
県
本
部
の
会
員
一
同
は
、
今
一
度
襟
を
正
し
、

地
域
の
祭
り
や
伝
統
行
事
の
継
承
に
力
を
注
ぎ

な
が
ら
、
県
内
の
良
識
あ
る
世
論
を
興
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
三
年
度
事
業
方
針

一
、
皇
室
の
尊
厳
護
持
運
動

二
、
自
主
憲
法
制
定
運
動

三
、
教
育
の
正
常
化
と
正
し
い
歴
史
観
を
後

世
に
伝
え
る
活
動

四
、
靖
國
神
社
・
護
國
神
社
参
拝
勧
奨
、
英

霊
顕
彰
事
業
の
推
進

五
、
政
教
関
係
訴
訟
対
策

六
、
竹
島
を
巡
る
諸
問
題
へ
の
対
応

七
、
国
家
主
権
と
領
土
を
巡
る
諸
問
題
へ
の

対
応

八
、
自
然
災
害
等
緊
急
時
へ
の
対
策
と
復
興

【収入の部】　　［単位：円］
科　目 本年度予算額

会  費 1,800,000 
補 助 金 700,000 
交 付 金 950,000 
特別協賛金 100,000 
本部協賛金 180,000 
旅費助成金 500,000 
雑 収 入 453 
繰 越 金 1,330,547 

計 5,561,000 

【支出の部】　　［単位：円］
科　目 本年度予算額

会 議 費 500,000 
教 宣 費 1,000,000 
納 付 金 1,800,000 
本部協賛金 180,000 
事 務 費 250,000 
事 務 手 当 50,000 
旅 費 600,000 
補 助 金 800,000 
雑 費 40,000 
予 備 費 341,000 

計 5,561,000 

令
和
三
年
度
　
神
政
連
予
算

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
本

年
大
田
市
で
開
催
さ
れ
た
第
七
十
一
回
全
国
植

樹
祭
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
御
臨
場
な
さ
れ
た
。
天

皇
陛
下
の
お
手
植
え
の
御
様
子
を
仰
ぎ
見
、
皇

活

動

方

針

室
尊
崇
の
念
の
涵
養
に
一
層
努
め
て
ゆ
く
所
存

で
あ
る
。

本
宗
と
仰
ぎ
ま
す
伊
勢
の
神
宮
に
お
か
せ
ら

れ
て
は
、
御
代
替
も
あ
り
参
宮
気
運
の
高
ま
り

を
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
両
宮
の
参
拝
者
数
が
大
幅
な
減
少
と

な
っ
た
。
一
日
も
早
く
感
染
症
が
終
息
し
、
再

び
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

支
援

九
、
時
局
に
応
じ
て
取
り
組
む
対
策

十
、
神
社
の
護
持
・
継
承
に
向
け
て
の
対
策

十
一
、
組
織
の
充
実

十
二

、
神
政
連
島
根
県
本
部
設
立
五
十
周
年
事

業
に
つ
い
て

令
和
三
年
度
事
業
計
画

一
、
会
員
増
強
運
動
の
展
開

（
目
標
一
、四
〇
〇
名
）

二
、
会
員
の
種
別
に
つ
い
て
（
格
上
げ
）

三
、
季
刊
誌
『
皇
室
』
の
普
及

四
、
靖
國
神
社
及
び
松
江
・
濱
田
護
國
神
社

へ
の
参
拝
勧
奨

五
、
友
好
団
体
と
の
連
携
の
強
化

六
、
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
選
挙
へ
の
対
応
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り
で
あ
る
。
明
年
は
神
宮
大
麻
が
全
国
頒
布
さ

れ
て
よ
り
百
五
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
。
明

治
天
皇
の
聖
慮
を
畏
み
、
今
日
に
至
る
ま
で
の

歴
史
と
、
先
人
の
神
宮
大
麻
頒
布
に
か
け
た
熱

意
に
思
い
を
巡
ら
し
、
全
国
頒
布
の
意
義
を
再

認
識
す
る
と
共
に
、
神
社
役
員
・
総
代
の
使
命

を
は
た
す
べ
く
一
層
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
。さ

て
、
我
が
国
は
今
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
を
迎
え
、
地
域
共
同
体
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
地
域
社
会
の
中
核
と
な
る
神
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
真
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

我
々
は
神
社
の
果
た
し
て
き
た
国
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
役
割
を
再
認
識
し
、
祭
祀
の
厳
修

と
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
共
同
体
意
識

の
恢
復
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
規
模
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
神
社
界
全
体
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
各
所
に
於
い
て

神
社
関
係
諸
行
事
が
延
期
・
中
止
と
な
っ
て
い

る
。
予
定
し
て
い
た
「
島
根
県
神
社
総
代
会
設

立
五
十
周
年
記
念
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
当
該

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
内
容
の
再
検
討
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
日
々
刻
々
と

変
化
す
る
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
の
政
府

及
び
自
治
体
等
の
対
応
を
注
視
し
、
こ
の
事
業

が
万
事
滞
り
無
く
遂
行
で
き
る
よ
う
協
議
・
検

討
を
重
ね
、
執
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

こ
こ
に
、
島
根
県
神
社
総
代
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
つ
つ
全

国
神
社
総
代
会
の
方
針
に
基
づ
き
、
島
根
県
神

社
庁
と
共
に
次
の
諸
施
策
を
展
開
す
る
。

各
支
部
総
代
会
に
お
い
て
も
、
神
職
と
協
力

し
【
実
践
目
標
】
の
達
成
に
向
け
、
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
一
層
の
取
り
組
み
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
、
皇
室
敬
慕
の
念
の
涵
養
と
皇
室
に
対
す
る

正
し
い
認
識
を
推
進
す
る

・
皇
室
敬
慕
の
念
の
喚
起
に
努
め
る

・
神
話
の
世
界
観
を
学
び
、
祖
先
よ
り
受
け

継
い
で
き
た
三
大
神
勅
の
精
神
を
明
ら
か

に
し
て
、
氏
子
意
識
の
昂
揚
に
努
め
る

・
季
刊
誌
『
皇
室
』
の
普
及
に
努
め
る

・
皇
室
カ
レ
ン
ダ
ー
の
普
及
に
努
め
る

一
、
神
宮
崇
敬
の
念
を
喚
起
す
る

・
令
和
四
年
に
迎
え
る
神
宮
大
麻
全
国
頒
布

百
五
十
周
年
を
見
据
え
、
神
宮
大
麻
増
頒

布
の
促
進
に
努
め
る

・
参
宮
促
進
に
努
め
る

・
神
宮
崇
敬
会
へ
の
加
入
促
進
に
努
め
る

一
、
家
庭
と
地
域
の
ま
つ
り
の
振
興
を
図
り
、

地
域
社
会
の
再
生
・
発
展
に
努
め
る

・
神
社
神
道
の
本
義
で
あ
る
祭
祀
の
厳
修
と
、

地
域
の
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る

神
社
本
来
の
姿
の
継
承
と
発
展
に
努
め
る

・
地
域
や
家
庭
の
ま
つ
り
を
通
し
て
、
氏
子

意
識
を
啓
発
し
、
各
家
庭
に
お
け
る
神
棚

奉
斎
の
推
進
に
努
め
る
・
神
社
の
地
域
社

会
に
お
け
る
役
割
を
再
確
認
し
、
地
域
社

会
の
再
生
、
発
展
を
図
る
た
め
、
積
極
的

な
活
動
に
努
め
る

・
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
意
識
涵
養
の
た

め
に
も
、
祝
日
の
意
義
啓
発
と
国
歌
斉
唱

及
び
国
旗
掲
揚
活
動
を
推
進
す
る

一
、
次
代
を
担
う
青
少
年
、
氏
子
総
代
の
育
成

に
努
め
る

・
青
少
年
が
神
話
の
心
を
学
び
育
む
機
会
を

積
極
的
に
創
出
し
、
地
域
教
育
の
役
割
を

担
え
る
よ
う
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
る

・
氏
子
青
年
会
の
結
成
を
は
か
り
、
神
社
の

祭
り
や
行
事
へ
の
参
加
促
進
に
努
め
る

・
氏
子
総
代
と
し
て
の
知
識
、
作
法
を
身
に

つ
け
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
充
分
な

対
策
を
講
じ
つ
つ
各
種
研
修
と
教
化
活
動

を
実
施
し
、
後
継
者
育
成
に
努
め
る

実
践
目
標
・
具
体
的
な
活
動
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本
庁
設
立
75

周
年
記
念
表
彰

伝
達
式
を
６
月

24
日
支
部
長
会

後
に
神
殿
で
執

り
行
っ
た
。

神
社
本
庁

設
立
七
十
五
周
年
記
念
表
彰
者

・
植
樹
等
を
推
進
し
、
鎮
守
の
森
の
保
護
育

成
を
通
じ
て
、
自
然
へ
の
畏
敬
と
感
謝
に

根
ざ
す
神
道
観
の
涵
養
に
努
め
る

一
、
適
切
な
神
社
運
営
を
は
か
り
、
神
社
の
奉

護
に
努
め
る

・『
改
定
神
社
役
員
・
総
代
必
携
』
を
活
用
し
、

必
須
事
項
の
理
解
に
努
め
る

・『
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
』
の
正
確
性
を

期
す
る
と
と
も
に
、
提
出
期
限
の
厳
守
に

努
め
る

一
、
第
七
十
二
回
島
根
県
神
社
関
係
者
大
会

島
根
県
神
社
総
代
会
五
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
冠
を
つ
け
記
念
大
会

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
本
年
の
島
根

県
神
社
関
係
者
大
会
（
令
和
三
年
九
月

十
四
日
開
催
、
於
益
田
市
）
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
中
止
し
た
。

一
、
神
社
参
拝
、
神
棚
奉
斎
及
び
神
宮
大
麻
頒

布
促
進
に
か
か
る
広
報
活
動

島
根
県
神
社
庁
と
共
同
で
、
年
末
年
始

な
ど
し
か
る
べ
き
時
期
に
、
広
く
県
民
一

般
向
け
の
神
社
参
拝
、
神
棚
奉
斎
、
神
宮

大
麻
頒
布
促
進
及
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
注
意
喚
起
（
感
染
状

況
に
応
じ
て
）
を
目
的
と
し
た
新
聞
広
告

を
掲
載
す
る
。

一
、『
島
根
県
神
社
総
代
会
設
立
五
十
周
年
記

念
事
業
』
の
計
画
・
準
備
の
遂
行

・
第
五
十
六
回
神
社
総
代
会
全
国
大
会
へ
の

参
加
（
於
広
島
市
）

・
記
念
誌
の
作
成

・
そ
の
他

主
要
事
業
の
計
画

【収入の部】　［単位：円］
科　目 本年度予算額
助 成 金 1,000,000 
賦 課 金 1,841,420 
雑 収 入 288 
繰 越 金 1,213,292 
収入合計 4,055,000 

【支出の部】　［単位：円］
科　目 本年度予算額
会 議 費 450,000
事 務 費 20,000
事務手当 70,000
旅 費 700,000
教化研修費 1,190,000
負 担 金 548,200
雑 費 100,000
予 備 費 976,800
支出合計 4,055,000

令
和
三
年
度
　
総
代
会
予
算
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二
、
本
庁
役
員
、
評
議
員
、
神
社
庁
役
員
を
三

期
以
上
勤
続
の
者
及
び
十
年
以
上
勤
続
の

本
庁
神
社
庁
職
員

庁　

長　

⻆　

河　

和　

幸

副
庁
長　

忌　

部　

正　

孝

副
庁
長　

篠　

田　

範　

雅

参　

事　

金　

築　

知　

宏

録　

事　

高　

見　

幸　

子

表
彰
者
名
簿

三
、
五
十
年
以
上
勤
続
の
神
職

日
御　

神
社　

宮
司　

秋　

月　

光　

輝

熊
野
神
社　

宮
司　

内　

田　

哲　

哉

玉

神

社　

宮
司　

齋　

木　

久　

保

熱
田
神
社　

宮
司　

牛　

尾　
　
　

毅

縄
久
利
神
社　

宮
司　

高　

松　

伸　

在

熊
野
神
社　

宮
司　

中　

村　
　
　

明

三
部
八
幡
宮　

宮
司　

糸　

賀　

秋　

臣

八

幡

宮　

宮
司　

村　

上　

勝　

丸

八
重
山
神
社　

宮
司　

春　

日　

矩　

光

氷
川
神
社　

宮
司　

秦　
　
　

武　

男

日
倉
神
社　

宮
司　

日　

野　

一　

穗

八

幡

宮　

宮
司　

森　

山　

和　

臣

須
我
神
社　

宮
司　

勝　

部　

和　

承

多
鳩
神
社　

宮
司　

宇
津
巻　

英　

明

朝
山
八
幡
宮　

宮
司　

朝　

山　

昇　

治

日
吉
神
社　

宮
司　

金　

本　

興　

義

仰
支
斯
里
神
社　

宮
司　

石　

原　

道　

夫

荒

神

社　

宮
司　

永　

見　

和　

弘

大
歳
神
社　

宮
司　

古　

瀬　

光　

治

八

幡

宮　

宮
司　

篠　

戸　

雅　

則

深
野
神
社　

宮
司　

小　

田　

安　

秋

稻
荷
神
社　

宮
司　

永　

岡　

章　

典

天

滿

宮　

宮
司　

長
谷
川　

正　

矩

平
濱
八
幡
宮　

宮
司　

青　

木　

義　

興

鳥
屋
神
社　

宮
司　

山　

本　

孝　

一

八

幡

宮　

宮
司　

高　

橋　

紘　

紀

阿
須
伎
神
社　

宮
司　

錦　

織　

雅　

紘

大
歲
神
社　

宮
司　

名　

原　

和　

穂

市
木
神
社　

宮
司　

齋　

木　

由　

守

八

幡

宮　

宮
司　

児　

玉　

宣　

典

荒

神

社　

宮
司　

伊　

藤　

征　

男

安
田
八
幡
宮　

宮
司　

長　

妻　

久　

良

隱
岐
神
社　

宮
司　

村　

尾　
　
　

周

狩
山
八
幡
宮　

宮
司　

晴　

木　

茂　

夫

八

幡

宮　

宮
司　

福　

島　

崇　

貴

鏡

神

社　

宮
司　

古　

瀬　

文　

則

弥
久
賀
神
社　

宮
司　

春　

日　

貴　

紘

比
和
神
社　

宮
司　

山　

本　

正　

巳

須
佐
神
社　

宮
司　

須　

佐　

建　

紀

十
九
社
神
社　

宮
司　

金　

築　
　
　

宏

八

幡

宮　

宮
司　

福　

島　
　
　

博

八

幡

宮　

宮
司　

三　

浦　

重　

興

出
雲
大
社　

宮
司　

千　

家　

尊　

祐

能
呂
志
神
社　

宮
司　

祝　

松　

佳　

也

八

幡

宮　

宮
司　

牛　

尾　
　
　

禊

和
田
八
幡
宮　

宮
司　

長　

里　

禧　

臣

八

幡

宮　

宮
司　

池　

田　

浩　

昭

石
清
水
八
幡
宮　

宮
司　

藤　

田　

薰　

伊
賀
多
氣
神
社　

宮
司　

恩　

田　

友　

生

阿
須
利
神
社　

宮
司　

江　

角　

宣　

彦

八

幡

宮　

宮
司　

中　

島　

正　

紀

草
野
神
社　

宮
司　

家　

原　

成　

宜

大
原
神
社　

宮
司　

後　

藤　

和　

彦
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市
森
神
社　

宮
司　

古　

瀬　

倶　

之

八

幡

宮　

宮
司　

三　

浦　

重　

紀

賀
茂
神
社　

宮
司　

天　

津　

兼　

德

熊
野
神
社　

宮
司　

花　

田　

史　

朗

原
鹿
神
社　

宮
司　

金　

築　
　
　

孚

佐
玉
神
社　

宮
司　

長　

妻　

和　

夫

國
司
神
社　

祢
宜　

幡　

垣　

万　

里

六
、
教
化
又
は
神
社
の
興
隆
に
功
労
の
あ
る
者

美
保
神
社　

神
事
世
話
人

　

小　

松　

久
寿
夫

美
保
神
社　

神
事
奉
賛
会
事
務
局
長

三　

角　

邦　

男

住
吉
神
社　

宮
司　

綾　

部　
　
　

正

八

幡

宮　

宮
司　

中　

林　

雅　

之

七
、
神
社
の
総
代
又
は
責
任
役
員
に
し
て
功
労

顕
著
な
者

奈
賀
江
神
社　

責
任
役
員
兼
総
代

川　

井　

一　

玄

九
、
神
宮
大
麻
頒
布
功
労
者

屋
裏
八
幡
宮　

宮
司　

齋　

藤　

文　

崇

龍
岩
神
社　

宮
司　

三　

上　

好　

文

八

幡

宮　

宮
司　

田　

邊　

英　

敏

　

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日
開
催
の
島
根

県
神
社
庁
協
議
員
会
（
書
面
表
決
）
に
お

い
て
、
左
記
神
社
を
令
和
三
年
七
月
九
日

付
け
で
島
根
県
神
社
庁
特
別
神
社
規
程
に

基
づ
く
島
根
県
神
社
庁
特
別
神
社
取
り
消

し
の
旨
、
決
定
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
七
月
九
日

　
　
　
　

島
根
県
神
社
庁
長

⻆　

河　

和　

幸

記　
　
　
　
　
　
　

　

取
消　

松
江
市
西
川
津
町
　
熊
野
神
社

公
　
　
告

阿
須
利
神
社
名
誉
宮
司（
出
雲
市
大
津
町
）

江　

角　

宣　

彦

（
令
和
三
年
六
月
二
十
日
付
）

名
誉
宮
司
称
号
授
与

奉

納

品

つちぶえ
出雲市斐川町神氷 樋野達夫様

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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神

職

任

免

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務
兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
３
・
４
・
30
安
冨
神
社
益
田
市
安
富
町

兼
祢

宜
宮
﨑　

安
則

任
３
・
５
・
１

〃

〃

本
祢

宜
中
島　

庸
博

任
３
・
５
・
１

〃

〃

本
宮

司
中
島　

良
光

免
３
・
５
・
10
阿
須
利
神
社

出
雲
市
大
津
町

本
宮

司
江
角　

宣
彦

任
３
・
５
・
11

〃

〃

本
宮

司
江
角　

岐
彦

免
３
・
６
・
30
金
屋
子
神
社

安
来
市
広
瀬
町

本
宮

司
安
部　

正
哉

任
３
・
７
・
１

〃

〃

本
宮

司
安
部　

圭
司

（
令
和
３
年
４
月
30
日
〜
７
月
１
日
）

４
月
10
～
11
日　

初
任
神
職
研
修　

於　

神
社
庁
（
９
名
参
加
）

４
月
12
日　

濱
田
護
國
神
社
慰
霊
大
祭　

於　

濱
田
護
國
神
社
（
⻆
河
庁

長
参
列
）

４
月
14
日　

広
報
委
員
会

４
月
17
日　

大
社
國
學
館
入
学
奉
告
祭
並
式
典　

於　

大
社
國
學
館
（
後

藤
理
事
参
列
）

５
月
11
日　

教
化
委
員
会
石
見
部
会
役
員
会　

於　

濱
田
護
國
神
社
（
⻆

河
庁
長
出
席
）

５
月
27
日　

常
任
委
員
会
ｗ
ｅ
ｂ
会
議　

於　

神
社
庁（
⻆
河
庁
長
出
席
）

５
月
28
日　

神
社
庁
長
会
ｗ
ｅ
ｂ
会
議　

於　

神
社
庁（
⻆
河
庁
長
出
席
）

６
月
４
日　

総
務
委
員
会

６
月
９
日　

教
化
委
員
会

　
　

〃　　
　

階
位
検
定
講
習
会
講
師
会
議

６
月
14
日　

宮
司
辞
令
交
付
式　

６
月
15
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
後
期
総
集
会　

於　

神
社
庁
（
金
築

参
事
出
席
）

庁

務

日

誌
（
令
和
３
年
４
月
～
６
月
）

新任神職紹介

〔
生
年
月
日
〕
平
成
十
一
年
一
月
二
十
五
日

〔
住
所
〕
島
根
県
鹿
島
町
古
浦
二
三
三

〔
奉
職
神
社
〕
惠
曇
神
社　
　

祢
宜

古
浦
天
満
宮　

祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
茶
道

〔
ひ
と
こ
と
〕
氏
子
の
皆
様
と
支
え
合
い
、
よ
り
良
い
地
域
に
し
た
く
、

誠
心
誠
意
神
職
と
し
て
勤
め
る
所
存
で
す
。

宮み
や

永な
が

安や
す

崇た
か

神 職 帰 幽
鹿
足
郡
津
和
野
町　

八
幡
宮　
　
　

宮　

司　

村　

上　

勝　

丸

令
和
三
年
六
月
三
日　
　
　

享
年
八
十
七
歳

隠
岐
郡
海
士
町　

日
御　

神
社　

宮　

司　

秋　

月　

光　

輝

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日　

享
年
九
十
四
歳

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

６
月
22
日　

神
社
庁
事
務
担
当
者
会
ｗ
ｅ
ｂ
会
議　

於　

神
社
庁
（
金
築

参
事
出
席
）

６
月
24
日　

支
部
長
会

　
　

〃　　
　

表
彰
状
伝
達
式
（
神
社
本
庁
規
定
表
彰
・
本
庁
設
立
七
十
五

周
年
記
念
表
彰
）

６
月
27
日　

島
根
県
女
子
神
職
会
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典　

於　

神
社

庁
（
篠
田
副
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

　
　

〃　　
　

神
社
検
定
ｗ
ｅ
ｂ
開
催
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美
保
関
の
ジ
オ
パ
ー
ク
＆

ジ
オ
ガ
イ
ド
研
修

島
根
半
島
・
宍
道
湖
中
海
（
国
引
き
）
ジ

オ
パ
ー
ク
の
社
☆
ガ
ー
ル
ガ
イ
ド
研
修
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
ジ
オ
と
は
、『
地
球
・

大
地
』
の
こ
と
で
、
島
根
の
神
話
に
も
所
縁

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
☆
ガ
ー
ル
も
ガ
イ
ド

研
修
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
日
訪
ね
た
の
は
美
保
関
地
域
で
す
。

午
前
中
は
島
根
大
学
大
学
院
の
入
月
俊
明
先

生
に
よ
る
地
質
解
説
で
す
。
美
保
関
の
地
層

は
主
に
２
０
０
０
～
１
８
０
０
万
年
前
の
古

浦
層
と
、
１
６
０
０
万
年
前
の
成じ

ょ
う
そ
う
じ

相
寺
層
か

ら
な
っ
て
い
て
、
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
新

し
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
主
に
河
川
や

浅
い
湖
で
あ
っ
た
古
浦
層
の
地
層
か
ら
は
植

物
の
化
石
が
よ
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
な
ん

と
２
０
０
０
万
年
前
の
ク
ロ
モ
ジ
の
化
石
が

発
見
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
で
す
よ
。
お
正
月

の
モ
チ
バ
ナ
祭
で
も
使
わ
れ
る
ク
ロ
モ
ジ
、

こ
ん
な
時
代
か
ら
美
保
関
に
あ
っ
た
の
だ
と

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
地
層
が
よ
く
見
え
る

場
所
に
入
月
先
生
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

砂
と
泥
が
交
互
に
重
な
っ
て
い
る
地
層
の
様

子
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

続
い
て
海
の
方
へ
。
海わ

た
つ
み
の
み
こ
と

津
見
命
が
祭
ら
れ

る
明め

い
じ
ま
じ
ん
じ
ゃ

島
神
社
が
建
つ
明
島
に
は
、
海
底
に
積

も
っ
て
い
た
泥
を
貫
い
て
上
が
っ
て
き
た
マ

グ
マ
が
、
噴
火
せ
ず
に
冷
え
固
ま
っ
た
部
分

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
遥
拝
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
海
岸
か
ら
遊
歩
道
を
通
っ
て

島
に
上
陸
で
き
、
神
社
に
行
く
こ
と
も
で
き

ま
す
よ
。
青
い
空
と
海
、
白
い
砂
浜
と
黒
い

岩
場
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絶
景
の
惣そ

う
づ津

海
岸

に
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
美
保
関
灯
台
へ
移
動
し
て
、

社
☆
ガ
ー
ル
ガ
イ
ド
山
本
の
出
番
で
す
。
古

浦
層
の
地
層
の
説
明
な
ど
に
は
入
月
先
生
に

フ
ォ
ロ
ー
を
入
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
灯

台
と
そ
の
門
柱
の
森
山
石
を
観
察
。
美
保
関

灯
台
の
説
明
や
、
内
部
に
展
示
し
て
あ
る
レ

ン
ズ
や
隕
石
の
レ
プ
リ
カ
見
学
の
後
、
地
の

御
前
島
・
沖
の
御
前
島
の
遥
拝
所
な
ど
を
巡

り
ま
し
た
。

社
☆
ガ
ー
ル
通
信

地層が見える場所

地の御前島・沖の御前島の遥拝所
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令
和
二
年
十
一
月
十
五
日
（
日
）、大
田
市
久
利

町
に
鎮
座
す
る
山
辺
八
代
姫
命
神
社
、摂
社
の
粟

島
神
社
の
大
注
連
縄
が
十
年
ぶ
り
に
奉
納
さ
れ
た
。

本
殿
の
御
祭
神
天
照
大
神
は
、約
千
二
百
年
以

上
前
の
桓
武
天
皇
の
御
代
延
暦
二
年（
七
八
三
年
）

奈
良
県
宇
陀
郡
笹
畑
の
宮
か
ら
お
迎
え
し
、延
喜

式
内
社
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
又
、八
幡
神
は
鎌

倉
時
代
建
仁
二
年
（
一
二
〇
三
年
）
京
都
石
清
水

八
幡
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
た
。
久
利
氏
、毛
利
氏
の

崇
敬
も
篤
く
延
命
長
寿
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

摂
社
粟
島
神
社
は
少
彦
名
命
を
祀
り
、婦
女
の
守

護
神
、医
薬
の
神
と
し
て
石
東
一
帯
か
ら
参
拝
者

で
賑
わ
っ
た
古
社
で
あ
る
。

大
注
連
縄
は
先
代
の
櫻
井
貞
光
宮
司
か
ら
受
け

継
い
で
、平
成
十
二
年
、二
十
二
年
と
十
年
ご
と
に

奉
納
し
て
き
た
。
聖
と
俗
の
結
界
で
あ
る
大
注
連

縄
は
、す
で
に
十
年
の
歳
月
を
経
過
し
、神
社
の
尊

厳
を
損
な
う
た
め
、令
和
二
年
を
新
調
の
年
と
計

画
を
立
て
て
き
た
が
、近
年
の
異
常
気
象
、高
齢
化

に
よ
る
稲
作
農
業
離
れ
、核
家
族
化
、過
疎
化
、更

に
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
の
不
安
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、

大
田
支
部
　
山
辺
八
代
姫
命
神
社

　
祢
宜
　
櫻
井
田
鶴
子

支
部
だ
よ
り

「
稲
の
力
」

氏
子
の
努
力
に
よ
り
新
藁
の
確
保
、技
術
提
供
の

目
処
も
た
ち
、消
毒
、マ
ス
ク
着
用
で
の
奉
仕
活
動

と
な
っ
た
。

ま
ず
「
藁
よ
り
」
か
ら
始
め
、「
薦
編
み
」「
房

づ
く
り
」「
芯
づ
く
り
」
と
進
め
、十
一
月
十
五
日

（
日
）「
大
注
連
縄
新
調
取
替
奉
告
祭
」
を
斎
行
し

た
。
一
連
の
作
業
は
全
て
氏
子
の
手
に
よ
っ
て
奉

仕
さ
れ
、「
奉
納
祭
」
は
後
日
、新
嘗
祭
に
合
わ
せ

て
執
り
行
っ
た
。
心
配
し
て
い
た
奉
納
も
晴
天
に

恵
ま
れ
、一
所
懸
命
に
一
同
が
助
け
合
い
、持
ち
前

の
力
量
を
発
揮
し
た
。
三
本
の
注
連
縄
を
組
む

「
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
、エ
イ
エ
イ
」
の
掛
け
声
の

何
と
勇
ま
し
い
こ
と
か
。
ま
る
で
魂
振
り
で
あ
る
。

人
々
と
の
魂
が
組
み
込
ま
れ
る
と
、不
思
議
な
こ

場
所
を
移
し
て
青
石
畳
通
り
へ
。
北
前

船
で
大
変
に
栄
え
た
歴
史
や
商
家
に
つ
い

て
、
江
戸
末
期
か
ら
整
備
さ
れ
た
と
い
う

石
畳
や
使
わ
れ
て
い
る
森
山
石
と
笏し

ゃ
く
た
に谷

石

の
解
説
を
し
、
美
保
神
社
の
四
国
御
影
の

階
段
や
来
待
石
の
大
き
な
狛
犬
を
紹
介
し

て
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

地
層
や
岩
石
な
ど
を
間
近
に
見
た
り
触

れ
た
り
す
る
と
、
ま
た
感
動
も
ひ
と
し
お

で
す
。
本
当
に
気
軽
に
行
け
る
場
所
に
あ

る
の
で
、
気
に
な
っ
た
方
は
ぜ
ひ
現
地
に

行
っ
て
、ジ
オ
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

藁より

惣津海岸での記念写真
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島
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発
行
日　

令
和
三
年
八
月
十
五
日

　

発
行
者　

島
根
県
神
社
庁

　

編　

集　

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

長
谷
川
正
矩　

委　

員　

宮
能　

壮
充

　
　
副
委
員
長　

陶
山　

浩
正　

委　

員　

江
角　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

石
﨑　

彰
矩

私
の
兼
務
神
社
で
は
、
今
年
四
月
か
ら
恒
例
と
な
っ

た
毎
週
土
曜
日
の
夜
神
楽
を
再
開
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
こ
れ
ま
で
神
社
と
し
て
も

許
可
出
来
ず
、
約
一
年
間
中
断
し
て
い
た
。
こ
の
夜
神

楽
は
、
平
成
二
十
二
年
開
始
以
来
今
年
で
十
二
年
目
を

迎
え
る
。
そ
の
間
、
こ
の
町
を
訪
れ
る
県
内
外
の
多
く

の
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
夜
神
楽
再
開
に
つ
い

て
は
、
昨
年
か
ら
地
元
の
方
や
関
係
者
と
何
度
も
会
議

を
重
ね
た
。
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
観
光
面
で
の

入
込
客
が
多
い
事
で
あ
る
。
や
は
り
当
初
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
恐
怖
か
ら
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
会
議
は

何
度
も
平
行
線
を
辿
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
地
元
神
楽
社
中
は
夜
神
楽
再
開
に

向
け
て
、
地
元
の
方
や
関
係
者
を
対
象
と
し
た
、
感
染

対
策
の
勉
強
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
参
加
者
に
は
、
検

温
等
の
具
体
的
な
対
策
を
体
験
し
て
も
ら
い
理
解
を
求

め
た
。
そ
の
上
で
、
実
際
に
神
楽
を
上
演
し
て
、
三
密

を
避
け
る
予
備
訓
練
も
併
せ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
勉
強
会
が
功
を
奏
し
、
や
っ
と
参
加
者
全
員
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
夜
神
楽
再
開
が
、
こ
の
町
全
体
の
新

し
い
日
常
を
取
り
戻
す
第
一
歩
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
宮
）

と
に
一
本
一

本
の
藁
が
結

集
し
て
輝
き

始
め
た
の
だ
。

生
命
力
と
保

存
力
に
優
れ

た
稲
は
日
本

人
の
い•

の•

ち•

の
根
で
あ
る
。

計
画
通
り
奉

納
さ
れ
感
極

ま
る
も
の
が

こ
み
上
げ
た
。
氏
子
一
同
喜
び
の
歓
声
が
鎮
守
の

森
に
響
き
渡
っ
た
。

米
に
し
て
も
藁
に
し
て
も
生
命
力
の
す
ご
さ
に

驚
い
て
し
ま
う
。
稲
作
農
耕
は
国
の
宝
で
あ
る
。

稲
作
か
ら
助
け
合
い
の
共
同
体
が
発
生
し
、長
い

時
を
経
て
社
会
が
で
き
、国
柄
と
精
神
性
（
国
体
）

が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
稲
作

は
日
本
の
根
幹
が
太
古
か
ら
変
わ
ら
ぬ
恒
久
な
事

柄
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

天
皇
陛
下
も
稲
作
り
を
な
さ
れ
、新
嘗
祭
に
は

神
様
と
共
食
さ
れ
て
稲
魂
を
授
け
ら
れ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
文
化
を
捨
て
た
国
の
秩
序
は
乱
れ
、次

第
に
滅
ん
で
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、陛
下
の

お
姿
か
ら
も
米
の
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
こ
の
根
底
に
は
お
米

は
神
様
か
ら
の
賜
物
で
あ
り
祖
先
の
命
で
も
あ
る

と
言
う
意
識
が
あ
る
。

神
聖
な
場
所
に
は
必
ず
注
連
縄
が
張
ら
れ
、紙

垂
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、悠
久
の
時

を
越
え
、日
本
の
美
し
い
こ
こ
ろ
と
か
た
ち
が
、変

わ
り
ゆ
く
時
代
で
あ
っ
て
も
脈
々
と
流
れ
、暮
ら

し
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
あ
り
が
た
く
も
新
し
い

注
連
縄
を
掛
け
替
え
た
当
社
で
も
春
の
祈
年
祭
、

秋
の
新
嘗
祭
で
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り
を
執
り
行

う
。神

社
の
祭
り
は
、命
の
繋
が
り
を
護
る
重
要
な

使
命
を
こ
の
よ
う
に
担
っ
て
い
る
。

３本の注連縄を１本に繰るむ作業

完成取付


